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　　　The　synthesis　and　localization　of　sulfated　glycocQI加gates　in　the　epithelial　cells　of　the　digestive　tract　of

mouse　were　investigated　with　conventional　histochemica1　staining　methods　such　as　AB－PAS，．HID－AB，　HID，

AB（2．5）and　AB（1．0）as　well　as　radioautography　45　minutes，1，3and　5　hours　after　radiosulfate　Na235SO4

injection．

　　　HID－AB，　HID　and　AB（1．0）sequences　exhibited　negative　or　faint　pQsitive　reactivity　in　the　cQvering　cells，

gastric　pit　cells　and　isthmic　cells　of　the　stomach　corpus，　while　radioautography　demonstrated　small　numbers

of　silver　grains　on　the　same　cells，　HID－AB，　HID　and　AB（1．0）sequences　exhibited　weak　positive　reactivity　in

the　pit　ce11　in　the　antrum，　while　strong　staining　occurred　ill　the　pyloric　gland　cells．　Radioautography　demon－

strated　weak　incorporation　Qf　35SO、　into　the　cove血g　cells，　moderate　incorporation　into　secretory　granules　of

pit　cblls，　allCl　strong　incorporation　into　pyloric　gland　ceIls．　In　the　proximal　colon，　nユucous　celIs　in　the　upPer　half

of　the　crypts　demonstrated　brown　and　blue　colored　reactivities　with　HID－AB　sequence，　a　strong　brown　color

with　HID　sequence　and　moderate　alcinophilia　with　AB（1．0）sequence，　In　the　mucous　ceUs　in　the　lower　half　of

the　crypts，　alcinophilia　with　HID－AB　sequence，　faint　reactivity　with　HID　sequence，　and　a　weak　blue　color　with

AB（LO）sequence　were　observed．　By　radioautography，　mucous　cells　in　the　upper　half　and　lower　half　of　the

crypts　exhibited　many　silver　grains　in　the　mucous．droplets．　No　difference　in　the　number　of　silver　grains　in

the　mucus　between　the　upper　half　and　the　lower　half　of　the　crypts　was　observed．　In　the　distal　colo［1，　HID－AB

sequence　exhibited　a　brown　color　in　the　goblet　cells　in　both　halves　of　the　crypts　and　a　blue　color　in　the

vacuolated　cells．　HID　sequence　also　procluced　a　weak　brown　color　on　the　surface　of　the　vacuolated　cells，　while

with　AB（1．0）staining，　goblet　cells　in　both　halves　of　the　crypts　demonstrated　alclnophilia．　By　radioautography，

many　silver　grains　were　observed　on　the　mucus　of　goblet　cells　in　both　halves　of　the　crypts，　whiIe　few　silver

grains　were　observed　on　the　mucus　of　the　vacuolated　cells．　Shinshzt　Med／44：17－36，ヱ996
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おり，。の分泌勅醐理化学的・・V＊・highl・h・d・a・・d　f・m・d・は磁しないとする説’2’がある・また幽F『部

、lipP，，y　g，1の状態，・ある1，．・のゲルの按醐噸　では幽F鞠・のみ・ulf・m・・i・がrVaするとし諸家の

素が。チソとして知ら浦殊崩綴禽旨捕してい　報舗一致する9’lz）・大伽・おいても若刊差繭る

る1・．。の分泌粘液は組WanV胞化学的研究において，　カ・杯細胞において・ulf・m・・i・と・i・1・m・・i・が存乱

染色性の違いは。て中性粘1夜と酸性粘椥・纐され特雌窩の上半部と下半綱・いての謙細胞の染色

ている・・。酸性粘液はさらにシア・ムチソ（以下　性嵯が知られてL・る12’・一方・RAGでは謂体笥l

sialomucin），サルポムチソ（以下sulfomucin）と　　において10w　parts　of　all　foveolaeに35SO、の取り込み

，i。1。－s。1f。m。、i。に細分される・・。　Si。1。muci・はAl一嬬めたとする説z3’とRIの標識はなカ・・たとする説9’

cian－blueによってsialic　acidに含まれるカルボキシ　　があるが，胃幽門部では幽門腺にのみ取り込みが確認

ル基による陰イオソと結合し染色される鹸的な　されているP’13’・大腸においては・杯細胞に購があ

cationic　dye　procedureと近年考案されたsialic　acid　　り，特に遠位大腸のdeep　mucous　cell（vacuolated

の環外構造のO－acyl　substituentsを染色し得る　　cellDこlittle　or　no　labelingとの報告9）もあるがその後

selecti。，　peri。di，・acid・S・hiff・based・P・・ced・・e・1－・・カ・はRAGにて棚はされて・・な・’・著都上記のごと

ある．電子騨鏡的細胞化軸研究のために・ま，龍　く醐力・あるマウ謂および大腸での・ulf・m・・i磁

子轍舗するcati。ni，　m。t。・i・1・を用v・て複合獺　生に関して35SO・，V・よるRAGを行い・併せて組織化

（以下glycoconjugates）の局在を証明する方法が開　　学染色結果と比較検討したので報告する。

発されている5》7｝。一方・sulfomucin　eこ関してはアル　　　　　　　　　　II材料と方法

シァソブルーpH2．5（以下ABpH2．5），アルシァソ

プルーpH1．0（以下ABpH1，0）とジアミソ（以下　　A　材料

diamine）による染色方法が一般的に用いられており，　　　生後約1ヵ月のddY系雄性マウス8頭（体重

いずれもcationic　dye　procedureのみである2）。しか　　20～259）を用いた。マウスは教室内で自家繁殖し，

しながらこれらの方法は光顕的組織化学の研究におい　　固型飼料Clea　CE－2にて自由給食給水を行って飼育

て有効な手段として長く用いられている2）8）。アルシア　　した。マウスの腹腔内へ生理的食塩水によりO．ImlV：

ガル．による染色は粘液の酸匿ヒ度によ。て酸’断腋　希釈されたNa235SO・（・pecifi・a・iti・ity・3，700・MBq／

を検出する方法であり，染色液のpHを2．5と1．0に調　　mM，　Radiochemical　Centre，　Amersham，　England）

整し用いられる8）。pH2．5によって染色される酸性粘　　を体重あたり7．4MBq注射した。投与45分，1時間，

液はsialomucinが主で一．．一部のsulfomucinも染色し得　　　3時間および5時間後各2頭ずつ断頭屠殺した。屡殺

るとされ2）s），pH1．0ではsulfomucinのみが染色され　　後ただちに開腹し，胃体部，胃幽門部，近位大腸（回

る2｝。さらに高鉄ジアミソ（以下HID）法ではsul一　窟部より約4cm　distal）および遠位大腸（肛門より

fomucinが特異的である5｝9）。この特異性に着目し，　　約5cm　proximal）を切り出した。胃体部と胃幽門部

HID染色とAB　pH2．5染色を組み合わせることによ　　は胃の長軸に平行に縦断し近位大腸と遠位大腸は輪状

りsulfomucinとsialomucinを染め分けることが可能　　に横断した。

になり，HID染色によってsulf。mucinを検出し　　B　方法

ABpH2，5によりsialomucinのみを検出することが可　　1　光学顕微鏡的組織化学染色

能となる・・．・紡の染色方法と違。てラジ材一ト　前述のごとく切咄した鵬用ま0・1M燐酸纈液

グラフィー（以下RAG）は投与されるradioisotQpe　　によってpH7。4に調節された10％ホルマリン（4°C）

の代謝が生化学的に十分に理解される時は非常に信頼　　にて24時間固定した。その後通常の方法に従い，緩衝

性が高くまた有効な研究方法であるt°）。粘液分泌細胞　　液による洗浄，上昇アルコール系列による脱水後パラ

においてe：3sSo、によるRAGを行うことによって合　　　フィソに包埋を行った。回転式ミクロトーム（サクラ

成されるsulfomucinへRI物質が取り込まれることが　　ミクロトームIVS－40D，サクラ精機，東京）で厚さ

知られている”）。今回用いられるマウス消化管の上皮　　5μmに薄切し，前述した4種類の組織を一枚ずつス

におけるsulfo皿ucinの報告は，　HID－AB染色とAB　　ライドグラス上に載せ，脱パラフィソの後以下の染色

一PAS染色によって胃体部においてはdeep　foveolar　　を行った。今回用いられた光学顕微鏡的染色方法は

cel1に，少量存在する説9）と中性粘液のみでsul・　haematQxylin　eosin（HE）法，　AB　pH2．5－PAS法
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（MQwryとWinkleri4｝），HID　一　AB　pH2．5法　　腔が被われ，幽門腺は深い小窩につづき腺底部を有し

（Spicer9）），　HID法（Spicer9）），　AB　pH2．5法　　　ている（Fig．2）。

（PearseiS⊃），　AB　pH2．5－haematQxylin　eosin法　　　近位大腸：内腔表面には吸収上皮細胞とこの細胞間

（AB－1－IE），　AB　pH1．0法（LevとSpiceri6））であっ　　の所々に粘液細胞が介在している。陰窩の上半部には

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吸収円柱上皮が存在し，陰窩内には大型の粘液細胞と

　特にAlcian　blueによる染色に際しては目的のpH　　やや小型の粘液細胞が識別しうる。一般的に陰窩の上

に調節されていることを確認するため，染色前に染色　　半部の粘液細胞は大型の粘液形成があり，空胞状で典

液のpHをpHメーター（H－7SD，堀場，東京）によ　　型的な杯状の形態を示す。一方陰窩下半部では粘液細

り測定して確認した・）。また，ABpH2　．　5－一　E［E染色は　　胞は一様な大ぎさでなく小型のものも存在しているが・

組織の全体像を確認するため，haematoxylill（Car・　　しばしをま大型の粘液細胞は杯状を示す。陰窩下半分の

azzi）染色30秒間，　eosin染色30秒間を加えた。　　　　粘液穎粒も上半部のそれと同じく空胞状に観察される

2　光学顕微鏡的RAG　　　　　　　　　　　　　　　（Fig．3）。

　上記の5μmパラフィソ切片のほかに以下に述べる　　　遠位大腸：内腔表面は近位大腸と同様に一層の吸収

1μmの厚さの樹脂包理切片において行った。樹脂包　　上皮細胞と杯細胞が存在する。吸収上皮細胞は陰窩内

埋切片によるRAGは銀粒子の局在の評価に際してパ　　では近位大腸よりやや上方にまでしか局在しない。陰

ラフィソ切片よりはるかに高い分解能を示すので，よ　　窩内の杯細胞は近位大腸と同様に上半部の粘液穎粒は

り詳細な銀粒子の局在を検討するために樹脂包埋切片　　空胞状であり下半部のそれより大型である。近位大腸

によるRAGも行った。すなわちマウスを断頭後，胃　　との違いは陰窩の深さに関係なく下半部も杯細胞の形

体部，胃幽門部，近位大腸および遠位大腸を細切し，　　態が認められる。陰窩下方2／3の深い部分では，杯細

O．IMwa酸緩衝2．5％グルタールアルデ・・イド（4℃，　　胞以外では小型の粘液細胞が圧倒的に多く存在する。

4時間）の前固定後，同緩衝1％4酸化オスミウム　　この細胞の粘液もHE染色では染まらず空胞状に観察

（4℃，1時間）の後固定を行った。同緩衝液による　　される（Fig．4）。

洗浄後，上昇アルコール系列による脱水，エポン812　　B　光学顕微鏡的組織化学染色

熱重含による包埋を行った。各細切された組織はPQr－　　1　Alcian　blue－periodic　acid　Schiff染色（AB－

ter－Blum　ng　MT－2B　ultralnicrotome（Dupont－Sor・　　PAS）

valI，　Newtown，　US．A，）を用いてガラスナイフで1　　　胃体部：被蓋上皮細胞，胃小窩細胞および峡部の粘

μmの厚さに薄切した。これら2種類の標本はスライ　　液細胞の自由表面側と核上部が強い赤色反応を示して

ドグラスに載せ，パラフィソ切片は脱パラ後，　　いる。副細胞（mucoqs　neck　cell）も赤く染められて

Konica　NR－M2乳剤によるdipping法（Nagatai7））　　いる（Fig．5）。

にて乳剤湿性適用を行い，4℃の暗室内で露出した。　　　幽門部：胃体部と同様に被蓋上皮細胞と胃小窩上皮

露出期間は5μmのパラフィソ切片では2週間，1　　細胞の自由表面側と核上部が強い赤色を示す。幽門腺

μmのエポソ切片では3週間行った。SDX－1現像液　　底部ではalcinophiliaが主であるが，時々赤色や紫色

による現像と定着後，5μmのパラフィン切片はHE　　が観察される（Fig．6）。

にて染色し，1μmのエポン切片は0、1M燐酸緩衝1　　　近位大腸：内腔面の吸収上皮細胞と陰窩内の吸収上

％メチレンブルーにて染色した。観察は可視光透過型　　皮細胞の自由表面には青色と弱い紫色が示されている。

光学顕微鏡（01ympus　Vanox　AHB－LB型）にて行　　陰窩上半部にある粘液細胞は青紫色に染められ，下半

い写真撮影した。　　　　　　　　　　　　　　部にある粘液細胞（mucous　cel1）は青色を示す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Fig．7）o
　　　　　　　　III結　果　　　　遠位大腸、内甑と陰窩内の吸収上蜘胞の自蝋

A　ヘマトキシリン・エオジン染色（HE）　　　　　　面は青色に染められる。また，杯細胞も近位大腸と同

　胃体部：HE染色によって，内腔側より被蓋上皮細　　様上半部の杯細胞はわずかに紫色を帯びており，下半

胞，胃小窩が観察され，胃底腺では峡部，頸部，腺底　　部のそれは青色のみである。空胞細胞（以下

が識別される（Fig．1）。　　　　　　　　　　　　　　vacuolated　cell）は微小な穎粒の集合による分泌穎粒

　胃幽門部：胃体部と同様に被蓋上皮細胞によって内　　を有しており，細胞表面と分泌穎粒は青色を示す
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　　　細胞の銀粒子はわずかである。メチレンブルー染色，エポソ切片×1，500
Fig．31胃体部，投与3時間後，峡部の粘液分泌細胞の核上部から分泌穎粒にかけて銀粒子を認める。メ

・…3
a羅魏灘撒影・蝦騰雛糊集・…L・“（1　L…

Fig，33　Fig．32の拡大，　foveolar　cellよりisthmic　cellの核上部・分泌穎粒に銀粒子がaSされている。メ

　　　　チレソブルー染色，エポソ切片×1，220

20 信州医誌　VQI．44



マウス消化管上皮のサルポムチン

No　1，1996　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　21



　　　　　　　　　　　　河原　　　勇

7胃．　　　　　　　　　　’；n　　　聴　　　　　　；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌦　　　　　　　・　　1

．　　　　　　　　．1．＿＿一　　　　　　　一・’」NX　　　　　　　－　t：　tL‘　r．．㌻㌦罵一

　　　　　　　i　　lび⑪2舳＼

　　　　　　　　　　　　　〆　軌舞解

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　．V
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tう
　　　　　　　、　　レ堀ぜ∴筏％ンt．．
　　　　　　　i　　　　　　　1　　　　♂　　　　’∴，∴・：．．』
　　　　　　　I　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　’（ン　　　　ー

99．．一＿一．、、F；jO　＿』1…＿．一一．12．∴

22　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　信州医誌　Vol．44



マウス消化管上皮のサルポムチン

　　　　　　　　　　，　　ip㊥Q　　Iρ　　　　．

酵　　　ゼ　　ー　∵19乙ノ20
　　　弓　一・　9－／＼・ttl’曹・＼ti
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダ

．　　』，パA4・　　　trザ　ノ　t’

㌔∴　　　・・、　浜1－　一（醐一起一一』　
　　　　　　　　　　　，・　」　　　　　・｝，
　　　　　　　　　　　、
　　　　　　　　　　　　∵　　　　　　f　I

、、　　涯・㌔、、鰍
　　　　　　　　　ご叉槻望

1．・

　　　　　　、　㍉　ii［：〆　9¢劇∵・慢．、
，，　｝　k（　ぐ乞23躍の24b．1；，．”’・r：

　　　∵／∵t－．〆ン‘

ガぜ．…職～冤

26　　　27
　　　　φ　　　　］　礁　　¢、
　　　　　　　　　　　　　　ヲ　　◎　　　　　　癖　　　　動

　　　蹴6　　1、　こ
　　　　　・氏　　　　　一　　　　s．・
，．r’「・二　　．r～，
　　　　　　　　　　　　　　　　鮮・曹　　1　　　’

25　　　　　　　　　　　　　　　－，－　tf　281　　　　　29

No．1，1996　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　23



河　原　　　勇

　　　te　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　h

轟　灘薦難繊　　　　　難離　　　・　t…　　嚢
　揖　譲鮎鑑褻・蓄．s齢灘躍　　　。、　灘∵　　・’
嚢・ @　　醸灘　覇錨　1熱∴蟻・1。’

24　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　信州医誌　Vo144



マウス消化管上皮のサルボムチン

丁　　　・　．ド　t　　　　マ　ー隔辱　　　　　　　　　，ρ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ±　　＿ゴ＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

麟鰯翻鷲躍臨轟醸錨

麟籍曝灘欝灘灘1鎌縫羅
鑛・・灘鑑懇覇難灘鞘鍔鑛繋謬難
壽燃蒙畿＿藷「tt瀦豫　・・一数t／灘　

墾

　難馨離醍灘嚢　　繋　響1

鑛藤、驚鐡灘懸灘羅

麟繊薦醗1灘融灘el
麟灘醗纒翻，麟蛋騨懸
鯉懸1灘綴灘翻i馨騨
　　　　　　　　　　　　　婦

No．1，1996　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　25



河　原　　　勇

3

蟻　鰯　　附鋸　　蟹購曝藪妻驚1三毅
よ．，．　　・’　　　ゴ“．｝：1三湾藻　　　・．．’　　　ゴ蕗霊一瓢’島　’

蕪嚢嚢灘鰹i麹綴i饗顯ぎ警欝鰯．

　　’灘饗霧灘縢繕麓1．　．野等r
　　　　　　　¶’・翼義櫨＿皿罐轟、二．叢　”

，　　　　　　　　　　馨．　　　饗、嚢・　q　　　癒

凄鑛無鉱＝　　　”ゴー雛螺　「　・

義　翻駄．　羅蕪轟鍵。・
　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　げ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　．　　籔、　馨一　・義　藷

、　　　一灘　　　　bl．　　藤鴛　　　げ　・

　　　・灘鱒　臨鱗　睡
　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　ヌげほしハ　　’　　　　　　　　　　　る　　　　ノ
　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　’’

　　妻．繊難　　　　羅義辮’　　　㌧・菖
　隔蕃慧灘　　　　擁．　　　、継委昌’s

灘繍繋難灘譲羅鎌i難鰐饗霧澱懇饗襲鐙

26　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　信州医誌　Vol．44



マウス消化管上皮のサルホムチン

撰　　 tt　　　　　　　　　t．t　　　．eゴ　　．、　，　　　　　　罫　　建

一鋤騨．鑓羅騒灘灘’懇難
　　　　．難鑛…　．　　饗　・　窯　・．石・．議

　肖、、tt　　　　，F　．一難　　　 一｛ @　　張・’

　　／t鰹，　離蓬’．＿灘繋麟
羅臨’・・灘騰　襲講i藩

一tmt　　郵ゴ　　　　、・　　　1　　　　　『’　　　　・

餓’闘　1．　鞭
纏籔譲籔蝦講雛

懸灘繊購’ ?

鍵謹iヒ鵬霧鰯顧驚鍵露謹

灘騒購欝馨灘羅盤藍鶏寄

　　　灘・羅騨、羅。藏舞撫

　　　　叢謹饗瀞灘窪轟鞭灘灘、
　　　叢轍蹴蕪購㍉聾櫨灘羅譲難鍵議

　　　雛羅職麟懸難欝1購
　　　　　一撚」．［．㌧～鑑：・；　羅蒙懸錨羅懸繍嚢費

　　’一灘　　　　 ・　　　’堵8轟、畢　　　　　　　・　「淵灘竃

re，。　　　　　　　　．i恥廼ヴζ藷に　『　　．　　攣

1躍翻醗賦纒謬霧騒饗
購懸醸馨灘饗鋼顯1
璽灘顯轟舗鑛編灘
謬藝鱗　。畿・鮎6護讃．・1濫：糊難1

懸／一璽　　　　 ∫　，巾　　．　・　鵠　 ・　一　　　　一　　／’・筏　
　1コ　ヒ巾　』　　　・　　、　　％・循　　　　　　　。．　肖　　髪

鞭魏繋・i蕪雛鵜、．1騨1　購
灘鑛輪灘灘誰’tt講灘騨縢鱗

No．1，1996　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　27



河原　　勇

　　　　　　　　　　　　　　ぷ　　　　　　　　　づ　　　　w　　　　［　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝

　　　　　　　　　　’　・　　　遷　糠嚢lm　　攣麟齢蚤鵯
　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。r　　　　　　lt“゜「
　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　av　　　　　tt｝ff　　サ

44　　　　　　　　uc　　　．

28　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　信州医誌　Vol　44



マウス消化管上皮のサルポムチン

（Fig．8）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し一般的には青色が多い。下半部の粘液細胞では粘液

2　高鉄ジアミソ・－Alcian　blue　pH2，5染色　（HID一　　は大多数が青色に染められるがまれには茶色が加えら

　AB）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れる（Fig．12）。

　胃体部：AB・－PAS染色による明瞭な陽性反応と違　　　遠位大腸：内腔面と陰寓の吸収細胞衷面の反応は近

って，この染色の結果は一般的に非常に弱い。被蓋上　　　位大腸のそれと同じである。陰窩上半部の杯細胞の粘

皮細胞，胃小窩細胞と峡部の細胞の自由表面側で陰性　　液は圧倒的に茶色であるが下半部では非常にまれに膏

から痕跡程度の茶色が観察される。強拡大による観察　　色が加えられることがある。Vacuolated　cel1の

では，この陽性反応は細胞表面にて一様でなく中央部　　illucusとsurface　coatはもっぱら青色のみが観察さ

が厚くなり三日月状となる。この所見は被蓋上皮と胃　　れる（Fig．13，14）。

小窩の細胞にしばしば起こる（Fig．9，10）。　　　　　　3　高鉄ジァミソ染色（HID）

　胃幽門部：被蓋上皮と胃小窩上皮細胞の自由表面に　　　胃体部：被蓋上皮，胃小窩と峡部の粘液細胞の所見

は胃体部の所見と同様な結果が観察される。幽門腺細　　　はHID－AB染色の結果と同じである（Fig・15）。

胞では茶色の陽性反応がおもに認められるが，幽門腺　　　胃幽門部：被蓋上皮と胃小窩の上皮と幽門腺細胞の

底部の細胞ではしばしぽ青色も観察される（Fig。11）。　　所見はHID－AB染色の所見よりも若干強くなる傾向

　近位大腸：内腔面と陰窩の吸収上皮細胞の細胞表面　　を認める（Fig．16）。

は青色反応が認められる。陰窩の上半部に存在する粘　　　近位大腸：内腔面と陰窩の吸収上皮の細胞表面には

液細胞の粘液は青色のみか，茶色に青色がかるか，ま　　茶色の陽性反応が示される。陰窩上半部にある粘液細

たは茶色のみの3種類の陽性反応が認められる。しか　　胞は粘液全体が陽性所見を示す場合と粘液内に斑状

Fig．34胃幽門部，投与45分後，陰窩底部の幽門腺細胞にはすでに中等墨の銀粒子が認められ，胃小窩上

　　　皮細胞にはほとんど観察されない。HE染色，パラフィン切片×950

Fig．35胃幽門部，投与1時間後，陰窩底部の腺細胞には銀粒子の増加があり，陰窩上皮細胞の分泌顧粒

　　　上に銀粒子が観察される。メチレンブルー染色，エポソ切片×510

Fig，36胃幽門部，投与3時聞後，銀粒子は陰窩上皮細胞および底部の腺細胞で著明な増加を示す。　HE

　　　染色，パラフィン切片×430

Fig．37胃幽門部，投与5時間後，投与3時間後の所見と明らかな差は認められない。　HE染色，パラフ

　　　aン切片×880

Fig．38－Fig．41近位大腸のradioautographs

Fig．38注射45分後，陰窩内の吸収上皮細胞に銀粒子が出現しており，陰窩下半部の粘液内にも銀粒子が

　　　示されている。HE染色，パラフィン切片x820
Fig．39注射1時間後，陰糊底部の粘液はほとんどが均等にラベルされて，腺腔内にも銀粒子が多数散在

　　　している（矢印）。しかしながら陰窩上半部では粘液内に銀粒子は観察されない。HE染色，パラフィ

　　　ソ切片×710

Fig．40投与3時間後，内腔面および陰窩の吸収上皮細胞に銀粒子が認められる。陰窩上半部の粘液もラ

　　　ベルされており，大型の粘液では辺縁に集積する。HE染色，パラフィソ切片×510

Fig，41投与5時間後，すべての粘液がラベルされ，陰窩の上・下半部での粘液における銀粒子に差は認

　　　められない。HE染色，パラフィン切片×350

Fig．42－Fig，44遠位大腸のradioautographs

Fig．42a投与後45分，陰窩中部にある杯細胞の粘液はGolgi領域より粘液底部で銀粒子を認める。陰窩底

　　　部では小型の杯細胞がラベルされる。メチレンプルー染色，エポン切片×460

Fig．42b　Fig，42aの拡大，陰窩底部の杯細胞ではすでに粘液内に銀粒子を認める。メチレソブルー染色，

　　　エポソ切片×1，000

Fig，43a投与後3時間後，陰窩上半部の杯細胞の粘液に銀粒子は増加するがおもに辺縁に集積している。

　　　メチレンブルー染色，エポン切片x680

Fig．43b　Fig．43aの陰窩下半部，杯細胞の粘液内には銀粒子が均等に多数配列している。　Vacuolated　cell

　　　のmucus内にも銀粒子が観察される様になる。メチレソプルー染色，エポソ切片×1，040

Fig．44投与5時間後，陰窩上半部の大型の粘液には著しい銀粒子の増加が観察される。　Vacuolated　ce11

　　　の粘液にも銀粒子が明瞭に観察される。メチレンブルー染色，エポン切片×640
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の陽性反応を示す場合が認められる。これに反して下　　alcinophiliaを示す（Fig．26）。

半部の粘液細胞の粘液は億とんどが陰性所見を示すが　　　近位大腸：内腔面と陰窩内の吸収上皮細胞のsur一

まれにおずか斑状の陽性所見が観察される時もある　　face　coatが弱い青色を示す。粘液細胞は陰窩上半部

（Fig．17）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に存在するものは強い陽i生反応を示し，下半部の弱い

　遠位大腸：内腔面と陰窩内の吸収上皮細胞の所見は　　反応と差が明瞭である（Fig。27）。

近位大腸のそれと同じ所見が認められる。杯細胞の陽　　　遠位大腸：内腔面と陰窩内の吸収上皮におけるsur一

性反応は陰窩の深さに関係なく一様に茶色が示される。　face　coat反応は痕跡程度の反応である。また，杯細

近位大腸の粘液細胞の粘液での陽性反応の様に部分的　　　胞は上半部・下半部ともに青色に染められるが，上半

な斑状の所見を認め、ることはない。Vacuolated　celI　部のそれの方が強い。　Vacuola亡ed　cellの粘液は微小

の粘液は染色されないが，surface　coatは陽性反応を　　な穎粒の集合として観察され，痕跡程度の陽性反応を

示す（Fig．18，19）。　　　　　　　　　　　　　　　　示す。しかしながら，同一個体でも陰性反応を示す部

4　Alcian　blue　pH2．5一ヘマトキリシソ・エオジソ染　　も多く観察される（Fig．28，29）。

　色（AB　pH2．5－HE）　　　　　　　　　　　　　　　C　光学顕微鏡的RAG

　AB　pH2．5染色とAB　pH2．5－HE染色によるal一　　　胃体部：radiosulfateが注射された1時間後には・

cinophiliaの局在の差は認められない（Fig．20）。し　　すでに少数の銀粒子が被農上皮，胃小窩上皮と峡部の

かし短時間のヘマトキシリソ・＝mオジン染色を加える　　粘液細胞の分泌顯粒と思われる部に局在している

ことによって，青色反応は明瞭になる。AB　pH2，5染　　　（Fig．30）。注射後3時問経過した標本では胃小窩上

色の後にヘマトキシリン・エオジソを加えることは，　　皮と峡部の上皮細胞での核上部より分泌頼粒上にかけ

当然Alclall　blueとmuc加とのelectrovalent’の結合　　て銀粒子が観察される（Fig．31）。特に表層の分泌穎

になんらかの影響を与えうると推測されるが，今回は　　粒の集積部位には多数の銀粒子が局在することもある

短時間のHE染色のためか局在に差は認めない。した　　　（Fig．31）。5時間後のradioautographの所見では，

がってAB　pH2．5－HE染色の所見を用いる。　　　　　銀粒子の局在の部位は投与後3時間のそれとほとんど

　胃体部：被蓋上皮を胃小窩細胞の自由表面側にaL　　変化がないが銀粒子の数は増加する（Fig．32，33）。

cinophiliaを認める。しかもこの反応はしばしば三日　　　胃幽門部：radiosulfateの投与45分後の標本では幽

月状の形を星Lているが上記の細胞すべてに起るわけ　　門腺の腺底部の腺細胞の核上部より分泌穎粒te35SO，

ではない（Fig，21）。　　　　　　　　　　　　　　　　の銀粒子が観察されるが，被蓋上皮と胃小窩上皮細胞

　胃幽門部：被蓋上皮と胃小窩の上皮細胞の自由表面　　ではわずかの銀粒子が認められるだけである（Fig．

側に青色が観察される。幽門腺の腺底部の幽門腺細胞　　34）。

にも陽性所見が示されている（Fig，22）。　　　　　　　　1時間の経過後では胃小窩上皮細胞の分泌穎粒上に

　近位大腸：内腔面と陰窩の吸収上皮細胞のsurface　　も銀粒子が示される（Fig．35）。注射3時間後には幽

coatに明瞭な青色を強める。粘液細胞の粘液はすべ　　門腺の腺底部の腺細胞には多数の銀粒子が核上部より

て青色を呈するが，辺縁がより強い反応を示す。また，　分泌顯粒に出現する。幽門腺上皮細胞上の銀粒子も著

cryptの深さによる差が示され，上半部の方が強い傾　　明に増加し，核」二部より自由表面側および幽門腺内腔

向を示す（Fig．23）。　　　　　　　　　　　　　　　に観察される（Fig．36）。5時閻経過後の標本では3

　遠位大腸：内腔面と陰窩内の吸収上皮細胞の所見は　　時間経過後の標本と比較しても銀粒子の増加以外は明

近位大腸の所見と同じである。杯細胞の粘液はすべて　　　らかな差は認められない（Fig．37）。

青色反応を呈するが，陰窩上半部の粘液の方がやや強　　　近位大腸：標識されたNa，SO，注射45分後での

い反応を示す。Vacuolated　cel1も青色反応を示すが，　　radioautographでは内腔面と陰窩の吸収上皮細胞の

一一高?Iに杯細胞より弱い反応である（Fig．24）。　　　　核上部より表面側に銀粒子が散在している。陰窩の上

5　アルシアンブルーpH1．0染色（AB　pH1．0）　　　　半部に存在する粘液細胞では銀粒子はGdgi領域より

　胃体部：被蓋上皮，胃小窩細胞と峡部の細胞の自由　　粘液の基部に偏在しているが，下半部にある小型の粘

表面側に非常に弱いが陽性所見を認める（Fig．25）。　　液内ではすでに中程度の銀粒子が偏在することなく粘

　胃幽門部：被蓋上皮と胃小窩の上皮細胞の表面に弱　　液内に散在している（Fig，38）。しかし，大型の粘液

い反応を観察しうる。幽門腺の腺底部の幽門腺細胞も　　小滴ではこの所見は観禦されない。投与後1時間の
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radioautographでは陰窩下半部特に底部の粘液細胞　　時間の経過による標識された物質の移動をも知ること

の粘液はほとんどが銀粒子を示すにも拘らず，上半部　　が可能となる。しかしながら，この方法が用いられる

の粘液はラベルされていない（Fig、39）。投与後3時　　時は，標識される物質の生化学代謝についての知識が

間後の標本では内腔面と陰窩の吸収上皮細胞のsur・　不可欠である。今回用いられたinorganic　35SO4はヒ

face　coatに銀粒子が多彙ではないが観察される。ま　　ト滑膜線維芽細胞18）やブタの大動脈1　‘J）では

た，陰窩下半部ではほとんどの粘液が多数の銀粒子に　　glycosaminoglycanの前駆物質となるが，消化管のム

よってラベルされるが時には粘液小滴辺縁にのみ銀粒　　チソ産生細胞では分泌物に取り込まれることが明らか

子を有する粘液細胞も認められる（Fig，40）。5時間　　にされており2°）21｝，しかも取り込みはGolgi装概の

後になると，陰窩上半部の粘液のすべてが銀粒子を示　　trans－cisterneとnetworkでムチンの構成要素である

し，陰窩の上下半部での取り込みの壷および配列に差　　glycoconjugatesの（＞1ig◎saccharideへのO－sulfation

を認めない（Fig，41）。　　　　　　　　　　　　　　　　によることも知られているη22）。　RAGを行うにあたっ

　遠位大腸：メチレンブルーによる染色によって杯細　　て注意点の1つとして標本作製中に人工的なヵブリが

胞は特に陰窩の上半部でmetachromasiaを示し紫色　　生じる可能性が考えられるが，著者はできるかぎりこ

の粘液を示す。さらに核のクロマチンも他の細胞の核　　れを排除するため，投与RI騒を大量とした23｝24｝。こ

より濃染されて識別される（Fig．42　a）。　Radio一　　のことによって露出期間を短くし，人工産物を滅らす

isotope注射後45分では小数の銀粒子が内腔面と陰窩　　ことを目的としたものである。

の吸収上皮細胞に観察される。陰窩の上半部にある杯　　　次に組織化学的染色結果とRAGの結果を各臓器ご

細胞では銀粒子がGolgi領域に出現するが，下半部の　　とに比較すると，胃体部においては被蓋上皮，胃小窩

杯細胞ではしばしばGolgi領域より粘液内に観察され　　上皮と峡部粘液細胞に染色とRAGに結果の解離が認

る（Fig．42　a，b）。　　　　　　　　　　　　　　　められる（Table　1）。染色結果からは，明確なsul－

　1時間経過後の所見は内腔面と陰窩内の吸収上皮細　　fomucinの産生は考えがたいがRAGでは3種の細胞

胞に銀粒子が増加することを除いて明瞭な変化を認め　　間に程度の差はあるが確実な35SO4の取り込みを認め

ない。投与後3時間では上記の両吸収上皮細胞の銀粒　　る。：の染色とRAGの結果の解離に対する解釈とし

子はさらに増加する。また，陰窩上半部の大型の杯細　　ては，①　これらの細胞はおもに中性ムチソを産生す

胞の粘液内の銀粒子も増加し，粘液の辺縁にも認めら　　るがsulfomucinも小量ながら産生している可能性が

れる。しかしながら粘液内に均等に分布することは少　　考えられる。一般的にcationic　dye　trこよる染色の強さ

ない。これに反して，下半部の杯細胞の粘液はぎっし　　は染色液のpHとムチソの荷電陰イオン強度によって

りと詰った銀粒子によっておおい隠さカ、る。さらに　　決定される25）。Reidら25〕によればsulfate　esterの

vacuolated　cellの粘液にも銀粒子が観察される　　pKaはLOでありi　AB　pH1．0染色が行われるpH域

（Fig．43　a，b）。5時間経過後のradioautograph　　ではsulfate　esterの50％が陰性に荷電するとし，

でも両吸収上皮細胞に銀粒子の増加が認められ，陰窩　　HID染色が行われるpHl．5～1．75）では76～83．4％の

上半部の杯細胞の粘液ではより多くの銀粒子が集積す　　Sulfate　esterが陰性に荷電するとしている。このこと

るため粘液がおおい隠されるが，すべての粘液がこの　　は理論的にはすべてのsulfate　esterが染色によって検

所見を示すわけではない。VacuQlated　cel1ではほと　　出され得ないことを示している。一方，　RAGにおい

んどすべての粘液に銀粒子を観察し得る（Fig．44）。　　ては投与されたRIが目的の物質へ標識されるために

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十分な時間が与えられた場合はすべての分泌su1－
　　　　　　　　N　考　　　察　　　　　　　　　　fomucir1のみならず細胞構成硫酸化糖蛋白”「）への取り

　一般的に組織化学的に用いられる各種の染色方法で　　込みも起りうると考えられる。したがって，小最のみ

は組織細胞中の特定の物質を染色するのに対して，　　のsulfomucillが存在する場合上記の染色結果とRAG

radioautQgraphyは，投与されたRIの取り込みを観　の結果の解離は明確になるかも知れない。②次に考

察する特異な方法であり，物質の合成を知るためには　　えられる解釈としては，投与された35SO，tがムチソの

有効な方法であるIu）。そしてRI標識化学物が特異的　　主要な構成要素である糖蛋白質の01igosaccharide

にある物質に取り込まれることによって合成された物　　chainへ0－sulfate　esterとして取り込まれていない可

質の組織内局在を知ることが可能となり，また同時に　　能性である。最近の報告では35SO4が糖蛋白質のcore
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Table　1胃体部における組織化学染色とラジオオートグラフィーの結果

AB－PAS HID－AB HID AB・一・HE AB（1．0） RAG

被蓋上　皮
ﾝ小窩上皮
ｬ部粘液上皮
�粕S液上皮

2R

RR

RR

q

0－F

n－F

n－F

n

0－F

n－F

n－F

n

2B

QB
aO

B－F

a－F

@F

n

十2十2十〇

B：青色，R：赤色，　P：紫色，　N：黒色または茶色，　F：痕跡陽性，0：陰性

十，一：ラジオオートグラフィーの結果

Table　2　胃幽門部における組織化学染色とラジオオートグラフィーの結果

AB－PAS HID－AB HID AB－HE AB（1．0） RAG

被蓋　上皮

A窩　上　皮

H門腺上皮

2R

RR

RBR

0－F

n－F

RN－B

NN4N 2B

QB

RB

B－F

a－F

QB

十2十4十

表記文字の意味はTable　1と同じ

Table　3近位大腸の組織化学染色とラジオオートグラフィーの結果

AB－PAS HID－AB HID AB－HE AB（1．0） RAG

吸収上　皮
S液細胞（上部）

S液細胞（下部）

2BP

SBP

QB

2B

QN3B

QB

2N

QN－N

@F

2B

SB

RB

B2BB 十3十3十

表記文字の意味はTable　1と同じ

Table　4遠位大腸の組織化学染色とラジオオートグラフィーの結果

AB－PAS HID－AB HID AB－HE AB（1．0） RAG

吸収上　皮
t細胞（上部）

t細胞（下部）

�E細　胞

B－PF

RBP

RB

QB

2B

RNB
QN
QB

N4N3NN＊ 2B

SB

RB

QB

B君
RB

QB

e－0

十4十3十十

表記文字の意味はTable　1と同じ

＊分泌頼粒でなくsurface　coatの所見

proteinのtyrosineにO－sulfateとして標識されるこ　　るので，この酵素の局在証明がこの解釈のためには不

とが知られている26）27）。しかもtyrosineへのsulfation　可欠である。③さらなる解釈としては，ムチソに存

もまた，Golgi装置のtrans－cistemaeとnetworkで　　在する塩基性蛋白質がcationic　dyeと結合する陰性荷

起る。現在迄上記の3種の細胞においてこの現象は報　　電イオン（sulfonic　arlion）をmaskするという説28）

告されていないが，tyrosineへのsulfationは　　が古くよりある。以上の3種の解釈が所見の解離に対

tyrosy工protein　sulfotransferaseがこの反応を触媒す　　する理由として考えられるが，染色結果はHID－AB
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染色，HID染色およびABpH1．0染色にて痕跡程度の　　下半部にある細胞とでは明らかに異なった反応を示す

陽性所見が存在することより最初の解釈が他の解釈よ　　（Table　3）。これらの染色結果は下半部にある粘液

り妥当性を有していると考える。　　　　　　　　　　細胞には硫酸化粘液が存在しないかまたは小量のみの

　AB　pH2．5－HEでは青色反応は細胞裏面に三日月状　　存在を示しているが，一方，　radioautographではす

を塁している。Surface　coatの反応であれば反応は細　　べての粘液細胞に銀粒子は存在し・陰窩上半部と下半

胞表面に平行に出現するので，この反応はsurface　　部の粘液細胞において明確な銀粒子の数の差を示さな

coatの反応ではなく分泌頼粒によるものであること　　い。組織化学的染色の結果でe＊　AB　pHLO染色の結果

が推測される。さらにAB　pH2，5－－HE染色では被蓋　　のみがRAGの結果を支持しているが彙的には差があ

上皮と胃小窩上皮の一部に膏色反応が認められるにも　　る。この様にHID－AB，　HID染色の結果とRAGの

かかわらずAB－PAS染色によって反応が紫色を示さ　　結果は異なっているが・JonesとReidはHID　一

ないことに疑問が生じるが，Roeら29）によればAB－　　ABpH2．5とHID　一　A　BpH1・0染色を行い・HID　－

PASのdual　stainingを行うと中性ムチンと酸性ムチ　　ABpH2．5染色では反応陰性でHID－ABpH1．0染色の

ソヵ洪存する時Alcian　blueとSchiff試薬の間に干渉　　みで検出しうるsulfomucinが存在したと報告してい

が起こり，青色の過小評価が起こりうるとされている　　るので31）32），マウスの近位大腸の陰窩下半部に存在す

が，今回のAB－PAS染色においても同様の現象が起　　る粘液細胞もABpH1　．　Oee色でのみ検出しうるsul一

こり紫色を呈さなかったと考えられる。　　　　　　　　fomucinを有する細胞であるのかも知れない。次に近

　次に胃幽門部において，被蓋上皮と胃小窩上皮細胞　　位大腸の粘液細胞におけるradioautographによる銀

のRAGの結果は組織化学染色の内のHID染色と　　粒子の配列patternを検討すると，陰窩上半部にある

ABpH1．0染色の所見と一致する（Table　2）。しかも　　粘液細胞の銀粒子はGolgi　areaより粘液底部の周囲

RI投与後1時間経過後のラジオオートグラフでは明　　に集積し，典型的な杯細胞と同じpatternを示す

らかに胃小窩上皮細胞の粘液穎粒上に銀粒子を認める。　　（NeutraとLeblond33））。しかしながら下半部にある

この所見は現在までRAGによるsulfomucinの産生　　粘液細胞では必ずしも典型的な配列を示さない。特に

として報告されていない9）’3）。幽門腺は以前の報告と　　陰窩底部に存在する小型の粘液細胞では，RI投与短

同様に組織化学染色とRAGの結果は一致する。　　　　時間経過後，粘液内に銀粒子が均等に配列している。

　次に近位大腸ではHID－AB染色により，被蓋上皮　　この様に陰窩の上・下半部の粘液細胞における銀粒子

細胞と陰窩吸収上皮細胞のsurface　coatに青色反応が　　の配列の差は両細胞が異なった種類の細胞である可能

出現するがHID染色のみではdiamine　complexによ　　性を推測させる。ラットの近位大腸の陰窩の下半部以

る反応が出現する。この奇妙な結果の解釈としては，　　下に存在する粘液細胞はAB－PAS染色の結果と電子

HID－AB染色はHID染色後にさらにAB　pH2．5染色　　顕微鏡の所見が陰窩上部の杯細胞と異なることやこの

が行われるので，これらの細胞のsurface　coatにおけ　　細胞が未分化な粘液細胞でないことより杯細胞より区

るsulfomucinはまずdiamille　mixtureと結合するが，　　別しうるとしてAltmann34｝によりdeep　crypta1　secre・　．

次にpH2，5にcolltro1されたAlcian　blueの染色液内　　tory　cells（DCS　cell）と命名されている。マウスの

ではdiamine　complexのすべてもしくは大部分が遊　　近位大腸の陰窩下半部にある粘液細胞もAB－PAS，

離し，かわってAlcian　blueと結合することによると　　ABpH1．O，　HID－AB，　HID染色によって上部の粘液

推測される。よく知られた事実としてdiamine　mix・　細胞より区別することができ（Table　3），さらに上

tureとAlcian　blueの両染料に結合しうるradica1を　　記のごとく粘液内での銀粒子の配列patternが異なる。

有する糖蛋白がHID－AB染色を受ける時は，　black　　したがってラットの近位大腸と同様に異なった細胞で

colorがblue　colorをあいまいにする事実が報告され　　あるかも知れない。

ており2）染色性の信頼性も疑われている3°）。しかしな　　　遠位大腸では陰窩上半部と下半部における杯細胞の

がらHID－AB染色とHID単独染色の結果を比較し　　組織化学染色の結果はAB－PAS染色の結果を除いて，

HID－AB染色の二重染色を行った時，最初のHID染　　本質的な差は認めない。したがって今回用いられた染

色による陽性反応があいまいもしくは陰性になる結果　　色結果はRAGの結果と一致している（Table　4）。一一

は報告されていない。次に近位大腸粘膜の粘液細胞の　　方陰窩の2／3以下に存在するvacuolated　cellsでは

組織化学染色の結果を見ると陰窩上半部にある細胞と　　HID－AB染色とABpH2．5染色によってsialomucin
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を含むことが観察されるが，HID染色結果はsurface　　不明であるが，もしHID単独およびABpH1．0染色

coatに小量のsulfated　glycoconj　ugatesの存在を示し，　が行われたら違った結果を得るかも知れない。ラット

ABpll1．0染色結果は痕跡程度の陽性反応のみのため，　　のvacuolated　cellではMurataら7）によると電子顕微

分泌穎粒に明らかなsulfomucinの存在は考えがたい。　　鏡的細胞化学的染色結果よりsialomucinのみである

しかしながらRAGの結果（RI注射後3時聞，5時　　としているがParkら38）によれば同じラットの

間）は確実にvacuolated　celIsの粘液小滴内に数は少　　vacuolated　cellはctMucous　cells　contained　only

ないが銀粒子が観察され，35SO、の取り込みを認める。　　relatively　srnall　quantities　of　sulfate”と幸艮告してい

このradioautographと染色結果との相反する所見に　　る。さらに，　Reidら39）によるとウサギのvacuolated

対しての推測しうる説明としては，まず初めに　　cellは多量の0－sulfate　esterとsialic　acidを分泌す

vacuolated　cellsは2種類のglycoconjugatesを分泌　　るとしている。同じvacuQlated　cellでも動物の種に

する可能性が考えられる。すなわち分泌穎粒の　　よる差が著しいことが指摘されている。

glycoconjugatesはABpH1．0染色されうるsul・
f。muci。を少鮪み、u，face　c。a、．V．はHID粕1。て　　　　V結　語

染色されうるsulfated　glycoconjugatesを含むことに　　　光顕的組織化学染色と3sSO，　teよるラジオオートグ

よるかも知れないという推測である。1つの細胞が2　　ラフィーを用いてvウスの胃体部，幽門部，近位大腸

種類以上の化学物質を分泌することはまれな現象では　　と遠位大腸の上皮細胞における硫酸化粘液産生を検索

ない。よく知られている細胞としては，ヒトの唾液腺　　し以下の結果を得た。

の分泌穎粒は電子顕微鏡による観察によってbipar－　　1　胃体部においては被蓋上皮，胃小窩上皮，峡部粘

titeとして知られ，1つの穎粒内に異なった物質を含　　　液細胞に組織化学染色と一致しない35SO4の取り込

むとされている35）。さらにラット下垂体のプロラクチ　　　みを認めた。

ソ細胞（prolactin　cel1）は3種類の分泌穎粒を分泌す　　　2　胃幽門部においては，被蓋上皮と胃小窩上皮細胞

ることが示されている36｝。しかしながら現在迄消化管　　　において組織化学染色と一致する35SO、の取り込み

上皮の分泌細胞では分泌願粒とsurface　coatの　　　を認めた。

glycoconjugatesの化学的組成が異なる細胞の存在は　　3　近位大腸においては，陰窩下半部の粘液細胞に上

明確に報告されていないので，この推測を証明するた　　　半部の粘液細胞と量的変化のない35SO4の取り込み

めには更なる研究が必要である。　　　　　　　　　　　　を認めたが，組織化学染色の結果は弱いので，

　その他の解釈としては，胃体部の所見の解離に対し　　　RAGの銀粒子の量と染色の強度の点で解離を認め

て考えられる解釈も考慮に入れなけれぽならない。す　　　た。

なわち，投与された35SO4がtyrosineに取り込まれる　　4　遠位大腸においては，空胞細胞に組織化学染色と

かも知れないことと，ムチソの塩基性蛋白質による染　　　一致しない35SO4の取り込みを認めた。

色のblockである。いずれにしても現在のところこれ

らの推測は上記の結果の矛盾を説明するに十分でない。　　本論文の要旨は1981年11月15日～17日第22回日本組

Thomopoulosら37）によるとマウスのS状結腸の　　織細胞化学会総会（東京）において発表した。

vacuo工ated　cellはHID－AB染色とAB－PAS染色の

結果によってalcinophiliaを示すがHID　a価1ityは認　　　最後に稿を終えるにあたり終始懇切な御指導と御校

めないと報告している。この報告ではHID単独染色　　閲を賜わりました信州大学医学部第1解剖学教室の永

およびABpH1．0染色の結果は記載されていないので　　田哲士教授に厚く御礼を申し上げます。
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